
報 第 １ ７ 号  

 

専 決 処 分 報 告 に つ い て  

   （ 源 太 川 の 溢
いっ

水 事 故 に よ る 和 解 及 び 損 害 賠 償 額 の 決 定 に  

つ い て ）  

 

 源 太 川 の 溢 水 事 故 に よ る 和 解 及 び 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ い て 、 別 紙

の と お り 専 決 処 分 し た の で 、 報 告 す る 。  

  令 和 ８ 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） ７ 月 ９ 日 提 出  

 

柏 崎 市 長  櫻  井  雅  浩  
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専 第 ８ 号  

 

源 太 川 の 溢
い っ

水 事 故 に よ る 和 解 及 び 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ  

い て  

 

源 太 川 排 水 機 場 の 操 作 業 務 で 発 生 し た 源 太 川 の 溢 水 事 故 に 係 る 浸 水

被 害 に 関 し 、 下 記 の と お り 和 解 し 、 損 害 賠 償 額 を 定 め る も の と す る 。  

 以 上 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ８ ０ 条 第 １ 項 の 規

定 に よ り 専 決 処 分 す る 。  

令 和 ８ 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） ６ 月 ２ ２ 日  

 

柏 崎 市 長  櫻  井  雅  浩     

 

 

 

記  

相 手 方 の 住 所 及 び 氏 名  和 解 条 件  損 害 賠 償 額  

甲 （ 記 載 削 除 ）  

乙 （ 記 載 削 除 ）  

柏 崎 市 は 、 甲 の 建 築 資 材 の 被

害 総 額 （ ３ ６ ２ ， ７ ８ ０ 円 ）

の う ち 、 １ ０ ０ パ ー セ ン ト 相

当 額 を 損 害 賠 償 額 と し て 甲 に

支 払 う も の と す る 。  

柏 崎 市 は 、 甲 に 支 払 っ た 損 害

賠 償 額 （ ３ ６ ２ ， ７ ８ ０ 円 ）

の う ち 、 ５ ０ パ ー セ ン ト 相 当

額 （ １ ８ １ ， ３ ９ ０ 円 ） を 乙

に 求 償 す る も の と し 、 乙 は こ

れ を 支 払 う も の と す る 。  

円  

３ ６ ２ ，７ ８ ０  
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専 第 ９ 号  

 

源 太 川 の 溢
い っ

水 事 故 に よ る 和 解 及 び 損 害 賠 償 額 の 決 定 に つ  

い て  

 

源 太 川 排 水 機 場 の 操 作 業 務 で 発 生 し た 源 太 川 の 溢 水 事 故 に 係 る 浸 水

被 害 に 関 し 、 下 記 の と お り 和 解 し 、 損 害 賠 償 額 を 定 め る も の と す る 。  

 以 上 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ８ ０ 条 第 １ 項 の 規

定 に よ り 専 決 処 分 す る 。  

令 和 ８ 年 （ ２ ０ ２ ６ 年 ） ６ 月 ２ ２ 日  

 

柏 崎 市 長  櫻  井  雅  浩     

 

 

 

記  

相 手 方 の 住 所 及 び 氏 名  和 解 条 件  損 害 賠 償 額  

甲 （ 記 載 削 除 ）  

乙 （ 記 載 削 除 ）  

柏 崎 市 は 、 甲 の 自 動 車 の 被 害

総 額 （ １ ５ ５ ， ２ ２ ２ 円 ） の

う ち 、 １ ０ ０ パ ー セ ン ト 相 当

額 を 損 害 賠 償 額 と し て 甲 に 支

払 う も の と す る 。  

柏 崎 市 は 、甲 に 支 払 っ た 損 害

賠 償 額 （ １ ５ ５ ， ２ ２ ２ 円 ）

の う ち 、５ ０ パ ー セ ン ト 相 当

額 （ ７ ７ ， ６ １ １ 円 ） を 乙 に

求 償 す る も の と し 、乙 は こ れ

を 支 払 う も の と す る 。  

円  

１ ５ ５ ，２ ２ ２  
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